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本論文は，平成23年 1月から 2月にかけて総合教職キャリアセンター設置準備室(現「教職キャリア開発センターJ)

で実施した，本学学校教育学部卒業者へのアンケート調査の結果とその考察の後編である(前編は半成24年2月発行『兵

庫教育大学附究紀安 第40巻jに収録)0 本学学4'が優れた資質能)Jと豊かな人向性を備えた教員・牡会人となるために，

どのような支援が必要であ り ，また ~J 能であるのか。本側究の H 的は，本卒業4'アンケートを，学4'.院4'のキャリア形

成支援のためにいかに役立てるかを考えることにある。アンケートは， (1)卒業生の卒業後のキャリアパス， (2)職務上直面

した困難や問題と，その解決の際に大学の学びが役に立ったかどうか， (3)大学の学び、で、職務上役に立っていること ，(4)現

在学びたいと思うことと，その機会や場所， (5)社会人に必要と思われる能力・資質， (6)後輩へのメッセージ，について尋

ね， 581人の卒業生から回答を得ることができた。本論文(後編)ではアンケートの(3ト(6)の部分を扱う。また卒業生調

杏の先行研究を踏まえ，本卒業生アンケートが，教職キャリア形成研究において活用できる可能性を示す。

キーワード:卒業4'調査，キャリア形成，教員養成大学での学び，十|会人に必要な資質能)J，卒業4'M究の活用

Key words : alumni questionnaire， career d巴velopment，lear百ingexperiences at a university of education， required competencies 

for working p巴ople，utilizing alumni research 

1 .本論文の目的および調査方法

兵庫教育大学では，学生の幅広いキャリア形成を支援

するための組織「教職キャリア開発センター(通称キャ

リアセンター)J を平成24年4月に開設し，就職支援，

キャリアデザイン支援，調査研究の各部門を 3つの柱と

して運営を行っていくこととなった。教職キャリア開発

センターのミッションは，学生が教員・社会人となった

後にも，豊かで、幅広い人間'1生を育み，主体的に学ぶ教師，

すなわち「学び続ける教師jとなるために，入学から卒

業まで，さらには卒業後も見通したキャリア形成支援を

行うことにある。「学び続ける教師j という理念は，本

学において制定されている「教員養成スタンダード」の

理念と一致したものであるが，なぜ学び続けることが必

要なのかを，教職キャリア開発センターのミッションで

は以下のように説明している。

今日のような知識基盤社会においては，社会状況や

子どもたちの変化を理解するためには，最新の情報を

獲得していかなければなりません。教師には，学んだ

ことや体験したことを批判的・反省的に問い直し，自

らの人間性や経験の幅を広げ，成長することが求めら

れています。また，子どもたちに学ぶことの楽しさを

教えるためには，教師自身が学ぶことの楽しさを知っ

ていなければなりません。さらに，研究を通じて知識

を深化させ，知的態度を養っておく必要があります。

(兵庫教育大学教職キャリア開発センターのインター

ネットサイト， Iセンターについて」より抜粋 1)0) 

将来学生が知識のみならず，豊かで幅広い人間性も備

えた「学び続ける教師jになるためには，在学時にその

土台を作ることが必要となる。そのために多面的な支援

をするのが教職キャリア開発センターの役割であり，就

職支援，キャリアデザイン形成支援，主体的で自発的な

学習態度形成の支援などが施行されている O これらの各

支援を行っていくには，どのような内容や方法が効果的

であるかを探究する学術的基盤が必要となってくるが，

教職キャリア開発センターは そのための調査研究を行

う機能も備えている O

本論文で扱う本学学部生の卒業後のキャリア形成に関

するアンケート調査は，教職キャリア開発センターが設

置される以前に，同センターの前身である総合教職キャ

リアセンター設置準備室が平成23年1月から 2月にかけ

て実施したものである。

設聞は以下の 6点あり，(1)および(2)については，本論

文の前編(r兵庫教育大学研究紀要 第40巻.1153~ 166 

頁)にて結果の考察を行っている。後編である本論文で

は，設問(3)から(6)についてのアンケート結果を扱う O

*教職キャリア開発センター **兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻4'徒指導実践開発コース 半成24年11月16日受理
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(1) 本学卒業生の卒業後のキャリア形成・変遷について。

アンケートの設問は「回答者の属性」。

(2) 職務上の困難や問題とその原因および解決方法につ

いて。さらにその解決に，大学の学びが役に立った

かどうか。アンケートのEjt聞は Q1-1，Ql-2， Q2， 

Q3， Q4， SQ4-1， SQ4-2， SQ4-3o 

(3) 大学時代に学んだことで，現在の職務上役立つてい

ること。またそれはどこで学んだか。アンケートの

設問は Q50

困難や問題の解決という範囲を設定している(2)の

設問とは異なり， (3)ではより一般的な意味で，現在

の職務や生活において役に立っている大学の学びと，

それを学んだ場所について質問している。

(4) 現在学びたいことと，それを学びたい機会や場所。

アンケートの設聞は Q60

教職キャリア開発センターの目標の一つに，卒業

後を見通した支援がある。その具体化のためには，

どのような学びが，教員・社会人となった現在求め

られているのか，またそれをどこで学びたいと考え

ているのか，という点について知っておく必要があ

る。

(5) 社会人に必要と思われる能力・資質。アンケートの

設問は Q70

(6) 後輩へのメッセージ。アンケートの設聞は Q8。

調査方法は次の通りであった

・実施時期:平成23年 1 月 27 日 ~2 月 18 日。回答締め切

り後も 1週間程度，回答を受け付けた0

・配布先:兵庫教育大学学校教育学部の卒業生(住所不

明など連絡先不明者を除く) 4，376人，そのうち調査

票未達は59人であった。

-回収方法:紙面または Webによる回答を求めた0

・回収数(回収率) : 581人(13.3%) であった。

-調査票の構成:調査票は上記の 6つの調査内容にした

がって構成された。具体的な数値 (1回答者の属性j

の「年齢J， 1卒業年J，1卒業直後から現在までの職歴

または学歴等の経験年数J，Q2， Q4， SQ4-2) や具体

的な名前 (1回答者の属性」の「現在居住している都

道府県名J) を記入させる方式，選択肢を示して「あ

てはまる」ものを選択させる方式 (1回答者の属性」

の「卒業直後から現在までの職歴または学歴等J)，選

択肢を示して「最もあてはまる」と思うものを選択さ

せる方式 (Q1-1，Ql-2， Q5および Q6の「場所jの選

択， Q7)，自由記述を求める方式 (Q3，SQ4-1， SQ4-

3， Q5， Q6， Q8) の各回答方式により回答を求めた。

各質問の選択肢については，それぞれの結果の部分を

参照のこと。
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2.アンケー卜の結果と考察

(1) 回答者の属性

前編には回答者の属性について詳述しであるが，本論

文では参考のために属性(性別，年齢，職歴，職業)を

表 lに示しておく。

回答者の性別としては，男性が約 3割，女性が約 7割

であった。これは本学の男女構成比にほぼ一致している。

年齢は卒業直後の年代 (22~24歳)と 45歳以上を除けば

おおよそまんべんなく分布している。

表 1 回答者の属性

度数 《沿

性別 男 172 29.6 
女 407 70.1 
不明 2 0.3 

年齢 22~24歳 37 6.4 
25~29歳 104 17.9 
30~34歳 111 19.1 
35~39歳 116 20.0 
40~44歳 127 21. 9 
45歳以上 86 14.8 
合計 581 100.0 

職歴および現在の職業を表2に示す。保育士を含む教

職経験者は回答者581人中481人で82.8%，教職以外の職

業の経験者は95人で16.4%，職業経験なしが5人で0.8%

となっている O 現在の職業としては，保育士を含む教職

従事者の合計が426人 (73.4%)で，そのうち小学校教

員が最も多く， 320人 (55.1%)となっている。

表 2 回答者の職業(教職には臨時採用・非常勤講師を含む)

度数 % 
職Ht 教職経験者 481 82.8 

教職以外の職業経験者 95 16.4 
職業経験なし(大学院牛等) 5 0.8 

581 100.0 
現在の 小学校教員 320 55.1 
職業 中学校教員 36 6.2 

高校教員 5 0.9 
幼稚園教員 28 4.8 
特別支援学校教員 12 2.1 
教育委員会指導主事等 10 1.7 
保有f士 15 2.6 
(教職合計) 426 73.4 

大学教員 2 0.3 
塾講師 3 0.5 
公務員(教員を除く) 24 4.1 
会中|員・会村役員 28 4.8 
団体職員 υ 「 0.9 
自営業 5 0.9 
アルバイト等* 20 3.4 
専業主婦(主夫) 42 7.2 
大学院生(学生 3 0.5 
大学院生社会人) I 0.2 
学部学生(編入) 専門学校生 I 0.2 
無職 5 0.9 
その他 16 2.8 
(教職以外の合計) 155 26.7 

合計 581 100.0 
* Iアルバイト等jは， Iパート・アルハイト・派遣社員等のイ年期契約従

業員」を指す。

(2) 職務上役立っている学生時代に身につけたことと『

それを学んだ場

大学の学びが社会に出てから役に立つものかどうか，



教員養成大学卒業後のキャリア形成と大学の学び、

皿現在のお仕事やキャリア形成に関するお考えをうかがいます。

(現在、職業に就かれていない方は、過去の主なお仕事について
当時の状況をお答えください。)

Q5 学生時代に身につけたことで、司〉仕事由世に立っていると思うことを、 3つ以内で具体

的にお書きください。また、②それを身につけた機会や場所在選択肢からお選びください

⑦ 学生時代1=身[ーつけた」とで、仕事の役1= ③ 
⑤身につけた機会や場所

立っていると思うこと 右から
(選択肢)

選択

(例)1.自分の害えをまとめて発表する力 4 7 学部の講義 ・短藁

2.教科lごついての広範な知識 2 2 専門科目のぜミ

3 相手の立場に立つことができる 6 3 教育実習

4 サクル活動

5 ポラシティア体験

6. )J)レl'イト

7 地I或活動

B 売輩・友人(]):f.ットワ ク

日 担当事空員とO主唱係

2 
10他大学生とE交流

什その他(選択された場合は

内容を具体的にお害きく

ださい〕

3 

05の設問形式

( i )教職経験者

保育士を含む教職経験者の回答者数は455人で，うち

回答件数 l件は80人. 2件は118人. 3件は253人. 1特
になしjが4人であり. 455人の総回答件数は1，079件で

あった。内容不明(3人)と無回答 (23人)は回答者数・

回答件数にカウントしていない。

図2に示すように，教職経験者に関して最も多かった

記述は. 1他者を理解し，円滑なコミュニケーションを

図る能力」に関するものであった(160件)。どのような

職業にとっても，また一般的な社会生活を送るうえでも，

コミュニケーション能力は最も基礎的なものである。大

学時代にこの能力を身につけたという回答が多かったの

は，青年期から杜会人へと移行する多感なこの時期に，

さまざまな人との出会いや多様な体験を通じて，他者へ

の理解やコミュニケーション能力が高められたと考えら

れたためであろう O

図3にはそれぞれの項目を身につけた機会や場所を示

すが. 1他者を理解し，円滑なコミュニケーションを図

図 1

あるいはそうあるべきかについては，さまざまな見解が

あるだろう。医師，歯科医，看護師，教員など国家資格

や免許が必要な職業については，大学での養成が職業と

直接結びついている。また薬剤師，法曹関連の職業，技

術や福祉関連の職業などは，国家資格や免許の取得が大

学の養成とイコールではないにしても，大学の学びと職

業が深く関連している。一方 とりわけ哲学や丈学といっ

た人文科学のような学問領域などは，学部卒業後に企業

等へ就職することを考えた場合には，大学の学びと職業

が直接結びっくことは大抵の場合，非常に限定されてい

る。したがって，一言で大学の学びと言っても，学問領

域と卒業後の職業との関連を考慮に入れずに一括りにす

ることは難しい。これは高等教育における学問とはそも

そも何かという問題とも関わってくるものでもある。本

学の場合は，教員養成大学という目的大学なので，この

点においてはある程度明確に，大学の学びは教職と直結

していると想定することができる。しかし，教員養成大

学での学びは実際に仕事に役立つているのだろうか?ま

た役に立った学びは，どのような場所や機会で身につけ

たのだろうか?正課外の学びもまた，大学の学びとして

重要だったのだろうか?以下の設問 Q5(図 1)は，

のような問題意識から設定されたものである。

回答は 3件までを自由記述する形式であったため，す

べての回答を熟読したうえで，図 2に示す24項目に分類

した。項目の分類にあたっては，本学教員養成スタンダー

ド開発室の龍輪飛鳥特命助教(所属は当時)の助言・協

力を得て，本論文執筆者である新井と横山で項目を定め

た。また，それぞれの自由記述回答の各項目への分類は，

龍輪特命助教と横山が，各自再度回答を熟読して行い，

その後 2人の結果を照らし合わせ，さらに回答内容につ

いて再検討したうえで，最終的な分類を共同で行った。

以下に，教職経験者と教職以外の職業経験者 (1非教

職J) に分けて結果を考察する。

ヲ

」

園教職以外の職業経験者(非教職)[N=86，総回答件数186件lロ教職経験者[N=455，総回答件数1，079件]
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る能力」を身につけた場所として挙げられているのは，

正課内活動よりも正課外活動が多く， Iアルバイト」が

28.l %， Iサークル活動J23.1%， I先輩・友人のネット

ワークJ20.0%， Iボランテイア体験J6.3%などとなっ

ている。

次に続くのが， I授業の方法・学習指導J(l39件)， 

「生徒理解・子どもへの接し方J(102件)， I教科の知識

と専門性J(99件)といった教職に関連する項目である。

教職経験者にとっては，このような実務に直結する実践

的な学びは，やはり役立つものとして捉えられているよ

うであり，その結果，高い回答数となったと考えられる。

「授業の方法・学習指導jを身につけた場所として挙

げられていたのは， I教育実習」が圧倒的に多く 58.3%，

次に「学部の講義・授業J20.9%， I専門科目のゼミ」

12.2%となっている。「生徒理解・子どもへの接し方j

では， I教育実習」を挙げた回答者がさらに多く 63.7%，

次に「ボランティア体験J12.7%， I学部の講義・授業1
9.8%， IアルバイトJ7.8%と続く o I教科の知識と専門

性jに関しては， 48.5%の回答者が「専門科目のゼミJ，
44.4%が「学部の講義・授業jを身につけた場所として

挙げ，この 2項目で 9割以上を占めている O したがって，

授業の方法や生徒理解といった教職の実践的な能力に関

しては，おもに教育実習が，教科についての専門的な知

識については，ゼミや講義・授業が大きな役割を果たし

ていると言えるだろう。

他に回答件数の多かったものとして挙げられるのは，

「友人関係・ネットワークの構築J(69件)， I自らの意見

を表現・伝達する力J(54件)， Iマネジメント能力とリー

ダーシップJ(50件)， I努力・忍耐力・継続力J(47件)， 

円士会性・協調性J(45件)といった項目である。

「友人関係・ネットワークの構築jを身につけた場は

「先輩・友人のネットワーク」が最も多く， 66.7%となっ

ている。また「自らの意見を表現・伝達する力jでは

「専門科目のゼミ J(44.4%)が最も多かった。

「マネジメント能力とリーダーシップJ，I努力・忍耐

力・継続力J，I社会性・協調性jといった諸能力は社会

人としての能力・資質の基本的なものであるが，これら

の能力を身につけた場として，これら 3項目に共通して

回答が多かったのは「サークル活動J(それぞれ46.0%，

59.6%， 68.9%)であり，クラブ活動などの課外活動が

非常に大きな役割を果たしていることが分かる。とりわ

け本学においては，他大学と比較しでも多くの学生がク

ラブ活動に熱心であることが，この数値にも表れている

と言えるだろう。

教職に関するもので回答件数が少なかった項目は，

「特別支援に対する知識や理解J(10件)， I教育や教職に

関する知識J(19件)となっている。前者については，

学術的な問題として大学で学ぶことができるようになっ
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たのが比較的最近であることと関連しているかも知れな

い。 後者については， I教育法規J，I教育・保育の知識J，
「教育行政」等の記述をこの項目に分類したが，より具

体的な内容に言及している回答はそれぞれの項目に分類

したため，この項目への回答数が少なくなってしまった

と考えられる O

その他， I問題への対処法J(12件)， I自己理解・人生

観J(15件)， I多様な社会体験J(17件)に関する記述は

少なかった。地方という環境で，教職という同じ進路・

目的に向かつて学び，寮生活やクラブ活動が中心の比較

的均質な共同体的生活を送るために，一人で困難に立ち

向かわなければならなかったり，孤独な環境で自己とじっ

くり向き合ったり，他大学の学生と交流したりする機会

が実際に少なくなってしまうことはやむを得ないことで

ある。しかし学生の人間的な成長を考えた場合，このよ

うな環境を学生たちがし叶、に克服するのか，あるいは逆

に，このような環境(特に寮生活など)をいかに活かし

て学生の学びにするのか，大学は考えていく必要がある

だろう。

( i i)教職以外の職業経験者(非教職)

教職以外の職業経験者(非教職)の回答結果は図 2お

よび図4に示す。アンケート全回答者数は86人(うち回

答数 1件は21人， 2件は28人， 3件は35人， I特になしJ
2人)で，無回答は 9人であった。回答者86人の総回答

件数は184件であった。

非教職においても教職経験者と同様， I他者を理解し，

円滑なコミュニケーションを図る能力jに関する記述が

最も多く (45件)，大学時代が人間関係の基盤となるコ

ミュニケーション能力を伸ばすための重要な時期となっ

ていることが分かる。次に「自らの意見を表現・伝達す

る力J(21件)となっており， Iマネジメント能力とリー

ダーシップj と「努力・忍耐力・継続力J(各14件)， 

「社会性・協調性J(10件)などが続いている。「学級経

営力・生徒指導力jおよび「特別支援に対する知識や理

解jに関しては回答がなかった。

各項目の身につけた場所については，図 4に示すとお

りである。「他者を理解し，円滑なコミュニケーション

を図る能力jでは「アルバイト」が35.6%，Iサークル

活動」が26.7%，I先輩・友人のネットワークJ11.1%と

なっており，この順位は教職経験者と同じである。

一方， I自らの意見を表現・伝達する力」に関しては，

「教育実習jが66.7%と圧倒的に多く， I学部の講義・授

業」と「専門科目のゼミ」がそれぞれ14.3%となってお

り，合計すれば，ほぼ全体の回答者がこの能力を正課内

(教育実習と授業)で身につけたと回答している点が，

教職経験者と異なっている(教職経験者は「学部の講義・

授業J16.7%， I専門科目のゼミJ44.4%，サークル活動



教員養成大学卒業後のキャリア形成と大学の学び、
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生徒理解・子ともへの援し方
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学校現場の職務内容や l
実務の理解[28J

1(1.9) 1 (1，9) ~ (3.7)/1 (1.9) 

日意見守伝達する力 iれか(16.7)川園田園園田川4)圃圃園田園田園員長品川 別府 μ 麟 1(1.9) 

4 (2手)71(4.4) 6)3.8) 10{り 2J1.3) 6 (3;8) 8β0) 

四IEdおすす i三回~:: :: :: f.37 (2ヨ1) 川 11111iii u(2811 機惑顔立(20.0)線機物 劇 11ト川

(3.8 ) 

， ~.: :(9.1 )護協*1111111111叫1(4.5 

(4.5 ) 

3 

(6.0 ) 

(5.9 ) 

(2.1 ) 

24 (85.7) 

特別支援lこ対する知識や理解
[10J 

一般教養や幅広い知識・技能
[26J 

努力・忍耐力継続力[47J

問題への対処法[12J

三事様な社会体験[17J

マネジメン卜能力と ')~ずーシッブ

[50J 

広い視野と柔軟な考え方 [22J

社会人としての常識・マナー [22J

仕事への責任感・意欲・やりがい
[26J 

9 (40.9) l吋用パソコンスヰ岬 2J[ 

(3.2 ) 

碕究への姿害者や学1)'楽しき [31J

2 

社会性協調性[45J

図3 学生時代に学んだことで，仕事の役に立っていることを身につけた場所の各項目別回答件数および割合(教職経験者)0 r特に

なし」の回答を除いたため，回答者数451人司総回答件数1，075件。各項目名の[ 1内はその項目の合計回答件数を示す。グラフ内の

数値は「身につけた場所」の各項目における回答件数で， ( )内はそのパーセンテージを示す。
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1 (100.0) 
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関;日:繍4 (57.1) 多様な社会体験 [7]匡三三三2(28.6)三三三三ヨ

3 (21.4) 市 川町日
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監亙E盟

図4 学生時代に学んだことで司仕事の役に立っていることを身につけた場所の各項目別回答件数および割合(非教職)0 r特になし」

の回答を除いたため司回答者数84人，総回答件数182件。各項目名の[ J内はその項目の合計回答件数を示す。グラフ内の数値は「身

につけた場所」の各項目における回答件数で司( )内はそのパーセンテージを示す。
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教員養成大学卒業後のキャリア形成と大学の学び、

来では特定の研修機関や，新聞社・放送局などのカルチャー

センターなどがその役割を担っていたが，現在では市民

大学や社会人入学などの形で，一般市民に教育の場を提

供する大学も増加してきている。教養的な講座だけでは

なく，専門知識を獲得し，修士や博士などの学位を取得

してキャリアアップを図るための機関としても，大学に

は期待が寄せられている O

そこで Q6では卒業生の生涯教育に関するニーズにつ

いて調査した。設問内容および形式は図 5のとおりであ

るO

C]; 今桂身Lつけたい知識・能力 c2) 
②身につけるための機会や

右から

選択
場所〔選択肢)

〔倒) 1 英会話 6 1 大学¢土よ開講座や講習

2_ 1 CTの利用 ・活用法 1 2 大学院での修学

3 3 教育センター等の研修

4 地域の市民講座

1 5 専門学校

6 カルチャーセンタ一等の

民間教育機関

2 7 その他(選択された場合は

臭1本的にお曹きください〉

3 

本設問は 3件まで記述可能であり， 509人から回答を

得た。本設問に関しては，現在の職業が関連してくるの

で，現在教職に就いている (1現職J) か，教職以外の職

業についている，あるいは主婦(夫)や大学院生など職

には就いていない (1現職以外J)かによって回答を分け

た。現職の回答者数は381人，総回答件数は690件であり，

現職以外の回答者数は128人，総回答件数は206件であっ

た。回答件数I件は221人， 2件189人， 3件99人で、あり，

Q6 今桂の仕事やキャリアアップなどのために、⑦これから身につけがいと思っている知識

主主主主卓があれば、 3つ以内でお書きください固また、②それ事身につけるがめの曜会や場

所として考えているものを選択股からお選びください。

06の設問形式図5

27.8%に対し， 1教育実習jは1.9%である)。教職経験者

においては，人前に立って教えることが仕事そのもので

あり，教育実習はその実務を体験する重要な機会である

ものの，実際働き始めれば，それは毎日のルーテインと

して慣れていくという事実がある。一方，一般的な職業

においては，例えば塾講師などの教育関連の職務に就か

ないかぎり，人前で話し，教える機会は限られてくる。

それゆえ教育実習は，自分の意見を伝達し，表現するた

めの貴重な機会と捉えられたのではないだろうか。

教職経験者と教職以外の職業経験者との違いはいくつ

か見られるものの，全体的に見れば，教職や専門教科に

関する知識は大学の授業やゼミで，子どもとの接し方や

学級経営など実践的な力に関しては教育実習で，コミュ

ニケーションやマネジメント能力，努力・忍耐力等の社

会人としての基礎的な能力・資質はサークル活動やアル

バイトなどの正課外活動で身につけたと考えられている

傾向を指摘することができるだろう。

また，自分の担当教員や印象的な教員の名を挙げてい

た回答も見られた (1担当教員との関係jを挙げた回答

は教職経験者29人，非教職13人)0 教員が知識を与える

存在としてだけではなく，人生の先達として学生に与え

る影響も少なからずあるようである。

その他，具体的に挙げることはできない，もしくは直

接的に役に立っているとは言えないが，大学の学びはそ

の後の人生でさまざまな形で役に立っていると感じる，

という回答も散見された。

(3) 今後身につけたい知識や能力とその機会・場所

生涯教育や成人教育は現在，人生を豊かに，意義ある

ものとして過ごすためにその必要性が叫ばれている。従

圃現職以外(N=128，総回答件数206件)白現職(N=381，総回答件数690件)
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合計総回答件数は896件であった。

本設問も自由記述であったので， Q5と同様の手続き

を経て，図 6の33項目に分類した。

最も多かった回答は「英会話・英語J(現職129件，現

職以外37件)であった。「英会話・英語jを習いたい場

所として挙げられているのは，図 7に示すとおり「民間

教育機関」が圧倒的に多く (67.5%におそらく専門的

というよりは実用的な運用が目的であろう。以下で考察

する「社会人に必要な能力・資質」についての設問では，

英語の能力に関して「ある程度必要ではあるが，とても

必要というわけではない」という見方が他の能力・資質

に比べて多いことから，一般的には身につける必要性が

叫ばれていながらも，現実には喫緊に必要不可欠という

状況ではないため， 1今後の希望」としてとどまってい

るのかも知れない。

参考までに「英語指導力j に関しては13件の回答中

(現職12件，現職以外 I件)，習いたい場所として10人

(76.9%)が「教育センタ一等の研修」を挙げている。

次に多かった回答は IICT活用・ PCスキルJ(現職

104件，現職以外36件)であった。特にコンピュータや

インターネット，携帯電話などのlT機器がいまほど普

及していなかったり，簡単に利用できなかったりした世

代にとって，生まれたときにはすでに PCが所与の環境

として存在している世代の子どもたちを相手に仕事をす

るのは，非常に困難な時代になってしまっている。また

書類などもワープロ等で作成して提出することが一般的

になってきた。このような時代的要請に答えるためにも，

また学校現場では ICTの導入・活用が今後ますます拡

大していくと予測されることもあり，自ら進んで学ばな

ければならないと考えた回答者が多かったと考えられる O

IICT 活用・ PCスキルjを学ぶ場としては， 1教育セン

回大学の公開講座や講習

圏 専門学校

特別支按に関する I 

知識・対応 [59]

教科の知識 f時 59] [ 川 8.6)

心理学・

力ウンせリング [41]

自分の専門についての

知識ー研究 [36]

(33.9) 

タ一等の研修jが最も多く 37.9%，次に「民間教育機関J
22.1 %と続く。

他の回答としては，やはり教職関連が目立った。「学

習指導・授業の技術や方法J(現職60件，現職以外3件)， 

「特別支援に関する知識・対応J(現職54件，現職以外5

件)， 1教科の知識・指導J(現職57件，現職以外2件)

が，特に現職から多く挙げられている O これらを学ぶ場

として最も多く挙げられていたのは「教育センタ一等の

研修J(それぞれ50.8%，39.0%， 33.9%)であったが，

「大学の公開講座や講習」ゃ「大学院での修学j も選択

されており(特に「特別支援に関する知識・対応jにお

いては「大学の公開講座や講習J33.9%， 1大学院での

修学J13.6%で，合計すると 5割近くになる)，日頃の

実践活動に対する理論的基盤を与える場として大学が期

待されている様子が伺える。

他に件数が多かったものとして， 1心理学・カウンセ

リングJ(現職27件，現職以外14件)， 1自分の専門につ

いての知識・研究J(現職30件，現職以外6件)を挙げ

ることができる。この 2項目に関しては，学びたい場所

として大学および大学院がいずれもほぼ半数を占めてお

り (1大学の公開講座や講習j と「大学院での修学jを

合計した割合は， 1心理学・カウンセリング」で53.7%，

「自分の専門についての知識・研究」で55.5%)，回答者

が学術的・専門的な知識を求めていることが特徴的であ

るO

全体的に趣味やスポーツ等への関心よりも，教養や知

識などを求める向学的な傾向が見られた。このアンケー

トの結果から，学術的で専門的な生涯教育の提供をする

場としてますます大学への期待が大きくなっていること

が分かる。大学もその点を視野に入れながら，学生の卒

業後のライフコースを見据えたキャリア形成支援を行っ

昌教育センター等の研修 田地域の市民講座

璽 独学〔書籍・テレビなど〕 圏 研究会・学会

圃 その(也

綴綴繍 11111111111111111111

叩 1) ト 10.0機物 11111111111111111

8) 一日、 験問務引!日物 Illmlllllllllll

図7 今後身につけたい知識や能力を学びたい機会・場所(件数の多かった上位 7項目)。各項目の[ J内はその項目の合計回答件数。

グラフ内の数値は「学びたい機会・場所」の各項目における回答件数で， ( )内はそのパーセンテージを示す。
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ていく必要があると言えるだろう。 Q7  下表の(1)-(15)に列挙した能力ー資質は、教員に限らず、社会人としてどの程度必要

だと思われますか。該当欄の 1-4のいずれか 1つにOをおつけください。

(4) 社会人に必要な能力・資質

次に Q7では社会人の能力・資質の必要性について尋

ねた(図 8)。設問の意図は，教員に限らず，社会人と

して兼ね備えておくべき能力・資質が本学の卒業生にど

のように認識されているのかを知ろうとするものである O

今日，大学から社会への接続に対し，大学が学生のため

に何ができるのか，あるいは社会人としての基礎的・汎

用的能力を大学でいかに養成するかなどが，各大学にお

けるキャリア教育の大きな課題になっている。

本設問に関しでも Q6同様，現在の職業が関連してく

るので， I現職jと「現職以外jによって回答を分けた。

アンケートの結果では，社会人として最も必要とされて

いる能力・資質は， I挨拶や礼儀・気配りなどのマナー」

で，現職では83.3%，現職以外では8l.9%が「とても必

1 

社会人としての能力・資質

(1)職務に関する豊富な専門知識

(2)専門分野を超えた幅広い知識や一般教養

(3)文章での表現力国語力

(4)件国語の能力

(5)計算・統計などの数的能力

(6)パソコンなど 1T機器の使用能力

(7)口頭での表現力(ブレゼンァ ション能力)

(8)他者の意且を傾聴する能力

(9)議論や交渉の能力

(10)構想を実現する企画力や実行力

(11)既成概念に捉われない柔軟な発想力

(12)多様な文化や価値観L対する費容力

(13)チームワーウ」より問題を解決する能力

(14)リゲシッブ、指導力

(15)挨拶や礼儀・気配りなどのマナー

図8 07の設問形式
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図 9 社会人として必要な能力・資質(現職， N=426)。無回答はグラフに書き入れていない。
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図10 社会人として必要な能力・資質(現職以外， N=155)o無回答はグラフに書き入れていない。
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要jと回答している。さらに「とても必要jと回答のあっ

た能力・資質は， 1他人の意見を傾聴する能力J(現職

81.0% ，現職以外74.2%)，1チームワークにより問題を

解決する能力J(現職71.6%，現職以外61.3%)と続く。

教職であれ，その他の職業であれ，常識的な態度やモラ

ルと高いコミュニケーション能力を備え，スムーズな人

間関係を築き，同僚と協働して職務上の課題をこなすと

いう社会人像が重要視されていると言える。

「とても必要」とまではいかないが， 1ある程度必要」

という回答が多かった能力や資質として，現職・現職以

外ともに挙げているのが「計算・統計などの数的能力」

(現職73.0%，現職以外72.9%)，1外国語の能力J(現職6

8.8%，現職以外66.5%)，1パソコンなど IT機器の使用

能力J(現職61.5%，現職以外58.1%)である。「計算・

統計などの数的能力」と「外国語の能力jについては，

他の能力・資質の項目が「あまり必要ではないJ，1まっ
たく必要ではなしづという回答がほぼなかったのに対し，

この 2項目には必要性を否定する回答が多かったのが特

徴的であった (1あまり必要ではないj と「まったく必

要ではないjの合計が， 1計算・統計などの数的能力」

については現職26.1%，現職以外25.1%，1外国語の能力」

では現職29.9%，現職以外31.6%)0上述したように，今

後身につけたい能力では 1位の「英語・英会話」だが，

身につけておきたい能力ではあるが，実際の業務や生活

においてはさほど必要とはされていないことが，このよ

うな結果として表れたのではないかと考えられる。

他の能力・資質に関しでも，現職と現職以外の全体的

傾向はほぼ同じであり，社会人として最低限求められる

ものは，職業に関係なく変わらないと言うことができる。

本学では当然，教員としての能力・資質を養成すること

に重点が置かれているが，教員としてと同時に社会人と

しての基本的な能力・資質の養成を行うことに，さらに

意識的に取り組む必要があるだろう。その方法等を精査

し，実施していくことが教職キャリア開発センターの重

大な任務の一つである。

(5) 後輩へのメッセージ

アンケートの最後である Q8には，後輩へのメッセー

ジを自由に書いてもらった。特に l期生など，大学創立

直後に在籍していた卒業生のメッセージには，熱がこもっ

た記述が多く見られた。本論文では紙面の都合上すべて

を記載することはできないので，平成23年7月に学部生

全員に配布した「卒業生から在学生への応援メッセージj

というパンフレットを転載しておく(付図 1および2参

照)0 これは学校現場で活躍する方々から，教職とは離

れたところにいる方々まで，さまざまな先輩たちの声を，

進路について，あるいは人生について，おそらくまだま

だ迷いのある在学生の心に届けようと企画したものであ
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る。このような形で卒業生アンケートを在学生に還元す

ることにより，学生の大学への帰属意識や同窓の感覚を

喚起することにも本アンケートが寄与できたと考える。

3. おわりに

(1) 卒業生調査の目的と方法

以上，前編と後編で卒業生アンケートの結果について

考察とともに記してきた。そもそも卒業生に対する調査

がなぜι、要なのか。 Cabrera，Weerts， and Zulick (2005) 

は，米国における卒業生調査を(1)アウトカム， (2)関与

と能力， (3)卒業生からの援助，という 3つの視点から

分類している。米国ではすでに1930年代から卒業生調査

が始められており， 1970年代まで主流であったのは， (1) 

のアウトカムのアプローチであった。アウトカムのアプ

ローチが焦点を当てるのは，卒業生の仕事の満足度，職

業の達成感，市民・政治活動への参加等である O 調査結

果は，入学希望者やその保護者に対1.-，自学卒業生が成

功したというアピールや，カリキュラム改革のためにお

もに用いられてきた。 1980年代以降，高等教育研究にお

いて，いわゆる「カレッジ・インパクト研究が影響

力を持つにつれ，卒業生調査においても，卒業生の現在

の職業や生活状況と，彼女/彼らの大学時代におけるキャ

ンパスライフへの関与 (engagement)や，大学時代に獲

得した能力 (competency) との関連に焦点が置かれるよ

うになってきた。これらの調査は研究としての学術性を

持つとともに，カリキュラムや学生サービスの改善，あ

るいは大学の説明責任の手段としても用いられることに

なった。 (3)に関しては，米国の大学では，卒業生から

の寄付は大学運営のための貴重な財源であり，卒業生の

現在の職業や生活状況についてのヒアリングを行うとと

もに，寄付を募ることも調査目的のーっとされることが

ある (Cabrer孔 Weerts，and Zulick， 2005， pp. 5-13)。

日本においても卒業生調査を数多くの大学がすでに実

施しており，また卒業生調査に対する研究も行われてい

る(小方， 2010，吉本， 2004， 2007など)。吉本は卒業生

調査の点検・評価方法についての論文のなかで，調査を

行う目的の確認・識別の重要性を示唆している。すなわ

ちその調査の目的は「大学教育とその教育成果に関わる

学術的究明jなのか， 1大学教育の点検・評価および教

育改善にかかる探求(説明責任)Jなのか。さらには前

者では，教育成果の理論的仮説を追究する「純粋科学j

なのか，特定の政策的焦点を持った「政策科学」なのか。

後者では， 1外部評価対応jなのか「教育改善jが狙い

なのか。これらをまず明確化することが重要であると指

摘している(吉本， 2007， 81頁)。ただし吉本は「学術的

究明j と「説明責任j という目的は統合可能であると述

べており，そのうえで卒業生調査の方法論について詳細

な検討を行っている(同書 81~88頁)。



教員養成大学卒業後のキャリア形成と大学の学び

本研究の場合は，卒業生の現状を知り，大学の学びが

現在の仕事や職務上の困難を克服するために役に立って

いるか，あるいは今後，生涯学習のために大学を活用し

たいと考えているか等を知ることで，本学の学部生のみ

ならず，卒業後も見通したキャリア教育の可能性を探る

目的を持つものであった。したがって上述の吉本の分類

では，おもに教育改善を目的とするものであったと言え

るだろう。

(2) 教員養成大学(目的大学)での卒業生調査の問題点

このような卒業生調査の先行研究を踏まえたうえで，

教員養成大学においては，教員養成大学における独自の

学びとは何か，それは一般の大学の学びとは異なるもの

か，大学の学びは職業とどのように接合するのかなどを，

教員のライフコースのなかで考える必要がある。本学で

は上述したように，生涯にわたって「学び続ける教師」

となるために大学時代に身につけておくべき50項目から

なる「教員養成スタンダード」がすでに制定されている。

それゆえこのスタンダードを大学時代に身につけた学生

が，卒業後，教職キャリアをいかに形成していくかを調

査することなども，本学独自の卒業生調査の形として考

え4写るものである，1'1

(3) 今後に向けて

今回の卒業生アンケートについては，結果の数値を示

し，全体的な傾向を考察するにとどまっている。卒業生

調査については，すでに述べた通り，学術的にも大学の

説明責任にも活かすことができるものとして認識されて

いる。本学においても今後 このアンケートの結果その

ものを大学運営やカリキュラム改善に活かすのか，ある

いはこの調査をたたき台として新たな研究を進めていく

のかなど，この卒業生アンケート調査の活用を検討して

いくことが必要である。

注

1) http・//www.hyogo-u.ac.jp/facility/career/about.html(最

終閲覧日2012年11月16日)

2 )アンケートの配布，回収，集計は株式会社エールパ

リューの協力で、行った。

3) カレッジ・インパクトとは「大学の影響」という意

味であり，山田によれば， I米国でのカレッジ・イン

パクト研究は，学習成果の評価法のひとつである直接

評価に至るまでのプロセスを大学での経験，学生の関

与との関係性とみなし，その過程や経験や関与の影響

を解明しようとする一連の研究J(山田， 2012， 50頁)

のことである。カレッジ・インパクト研究および研究

者の詳細については同書50~53頁参照。

4)例えばドイツの教育大学生について，在学中から入
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職後を通じて長期的な調査・観察を行っている Rauin，

2007等の研究を参考にすることもできる O
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eム
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~
主
主
亙
i
l
l
竺
戸
日
:
1
.'
J阿
古
品

1
;
官
官
~
臨
海

一
!

i
 <
>

時
に

は
遣

っ
た

環
境

に
易

を
置

き
、
海
外
に
ち
飛
び

:

i
 出し

、
人
間
と
し
て
大
き
く
飛
躍

す
る
人
生
の
猶
予
期
間
に
1

し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す

o
(
3
0
代
・
幼
稚
園
〉

-
パ

ッ
ク

パ
ッ

ク
か

つ
い

で
世

界
を

旅
レ

て
.
そ
の
経

t
験
を

子
ど
ち
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
蓄
え
と
意
気
込
み

Z
を
も
っ
て
ほ
し
い

。
(
4
0代

・
一
般

O
旅

行
、

美
術

館
や

博
物

館
等

、
学
生
時
代
に

見
聞

を
E

広
め

る
こ
と
も
役
に

立
っ
と
思
い
ま
す
。

(
3
0代

・
特
別

Z
 

支
援

.
 

-.
 

く〉
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
物

事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
大
学

2
で
の
知
識
を
十
分
に
修
得
し
に
上
で
、

社
会

の
し

く
み

や
t
 

政
治

に
ち

興
味

を
も

コ
て

ほ
レ

い
η
生
活
者
と
し
て
。

.

(4
01
-¥
; 
.
保
育
士

〕

....・
.. 

i
 

l
 

t
 io

世
の

中
に

は
、

本
当

に
た

く
さ

ん
の

仕
事

が
あ

り
ま

す日
就
眠
活
動
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
横
索
レ
、
自
分
の

i
明

性
を

む
て

頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

o
(
3
0代

公
務

員
)

!
 +
 教

職
に
就
か

す
警

察
官
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
で
の

E
経
験
は
か
な
り
役
立

ち
、
無
駄
に

1::
):
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

t
 し
ろ
、

教
師
と
し
て
の
視
点
、
慢
業
作
り

等
を
学
べ
た
こ
と

t
で、

他
の

人
に

は
な

い
独

自
の

視
点

を
持
て
て
い
る
と
思

t
 い
ま
す

，
(3
0i
-¥
;
・
公
務
員
)

z
 i
 

~
 
時
間
は
か
か
っ
て
ち
本

当
に

自
分

の
や

り
問

納
得

の
い

く
所
を
男
つ
け
て
下
さ
い
。

(
3
0代

・
主
婦〉

:
〈〉

教
職
と
い
う
職
業
以

外
を
希
望
す
る
方
は
、
卒
業
時
は

厳
レ
い
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

社

!
会
人
に
な
コ
て
ち
司
能
性
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
コ

し
1

1
ろ
ん
な
世
界
を
男
て
知
コ
て
是
非
頑
張
っ
て
く
ど
さ
い
。

(
3
0
代

般
〉

・....
..

..' 
... 

兵
教
1
;
;
.
c

学
九

で
よ

か
っ

E
f

卒
業

生
か

ら
在

学
生

へ
の

応
援

メ
ッ

セ
ー

ジ
総

合
教

職
キ々

リア
々
ンタ

設
宜

準
情
室
て

li
先

目、
卒

業
後
σコ

キ々
リ
ア
仁
勺
い
て
の
ア
ン
ケ

ト調
査
を
学
部

卒
業
生
全

員
仁
行

い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ

トの
最
後

に
、
捜
輩
へ

の
応
援
メ，

.j:ァ
ジ
を
求
め

た
と三
ろ、

た
く
さ
ん
の
熱

k
、メ

y
セ

ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

紙
幅

の
関
係
て
掲
載
て
き
た
メ
，
.
j
:

ジ
は
ほ

ん
の
一
部
て
、
ま
た

省
略
し
て

k
必

部
合
も
;
f
，
り
ま
す
が
、

在
学
生
町
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
き
っ
と
u
強
い
応
援
尉
ま

LI
ニ
古
る
の
て

li
~

'い
か
と
思

\.
ì
す

。

(0
は
せ
て
性
、

+
I
i
男
性

て
す
。
職
業

て
「一

般
」
と
あ
る

場
合

li
、会

社
員

今
団
体
職
員
流
造
社

員
等
て
す

。
〕

勉
強

.I
'J
弓・

2活
動
・
ア
IL
/(
イ
ト
・
恋
要
・
遊
び
・
ポ
弓
〉
テ
ィ
?
・
・
・

大
学
時
代
に
幅
広
い
経
験
奄
積
鵬
、
視
野
壱
広
11
、

人
聞
と
し
τ
白
鶴
拘
を
磨
い
Z
抗
告
審
し
ょ
う

1
.

 
幅

広
い
経
験
と
深
o¥i

問
察
に
よ

っ
て
ユ
ニ
ー
ク

な
個

佐
を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
4
0
代
・
文
学
教

員
)

く〉
在
学
中
の
4
年
間
仁
、

い
ろ

ん
な
人

と
接

し
、

犠
均

な

煽
に

足
を

運
ん

で
、

幅
広

い
知

識
や

考
え

方
を

身
に

つ
け

て
ほ
υ
い
と
思
い
き
ま
す
。

(
3
0
代

小
学
校

)

<> 
柔
較
仁
苅
厄
百
る
能
力
や
、
自
治
な
り
仁
蓄
え

て
物
事
を
と
ら
え
る
能
力
は
ど
ん
な
仕
事
(
こ
就
い
て

ち
必
要
で
す
。
と
に
か
く

疋
く

さ
ん

失
問

・
苦

泊
じ

て
学
び
と
っ
て
|
ま
し
い
な
と
忠
日
ま
百
。

(
3
C
代

初
稚
園

)

G
 
子
ど
ち
か
ら
も
保
護
者
か
ら
ち
司
僚
か

I
ら
も
信
頼
さ
れ

る
「
先
生

J
Iこ
な
れ
る
よ
う
、

様
尽

な
鰹

酸
で

自
治

磨
き

を
U
て
下

さ
0
¥0

(
2
0
代
田
小
学
較

)

。
時
聞
を
自
由
に
便
え
る
著
い

今
の

聞
(
こ
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
経
験

し
、
幅

の
広

い
、

奥
の

深
い

、
味

わ
い

の
あ

る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
官
。

(
3
0
代

・
泊
稚
園
)

<>
ど

ん
な

経
験

も
自

分
次

第
で

き
っ

と
プ

ラ
ス

!
こ
な
り
ま
す
。
自
分

自
身
を

U
っ
く
り
見
つ
め
て
、

知
コ
て
、

思
し
リ
苗
く

遁
へ
前
向
さ

lζ
進
ん
で
い
っ
て

τ
さ
い

。
(
2
0
代
ー
研
究
生
)

。
自
分
が
魅
力
あ
る
人

間
仁
な
ら
な
い
と
、
子
ど
も
た
ち

陥
毎
日
を
楽
レ
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
ぜ
ん
。
常
(
こ
感

性

を
磨

け
る

よ
う

な
様

尽
な

感
動

体
臓
を
学
生
の
う
ち
に
だ

く
さ
ん
レ
て
、
自
治
を
屠
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い

。
(4

0

代
組

稚
園
〉

]ニ N

。
兵
教
大
で
す
ご
し
疋
年
月

1<
1
私
の
宝
物
で
あ
り
、
私
の
教

育
活

動
の

願
点
で
す
。

(
3
0
苛

・
小
学
校
〉

-
今
で
も
、
学
生
当
時
の

実
践

的
刀

リ
キ

ユ
ラ

ム
l手

自
分
に
と
っ
て
誇
り

で
す
。

自
分
に
と
コ
て
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

優
斉
な
教
員
を

目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
4
0代

・
小
学
校
)

.
令

の
う
ち
仁

た
く

さ
Iv
遊
び
ま
レ
ょ
う
。
今

、
jg

っ
た
経
験
が
豊
か
な
人

聞
主
を
震
い
ま
す
。

(2
0

代
小

学
校

〕

。
目
標

を
レ
っ
か
り
も
ち
、
ぞ

の
目
標
に
向
か
つ
て
今
や
る
べ
き

こ
と
を

し
っ
か
り
や
る
こ
と
で

す。
遠

回
り

で
も

無
監

だ
と

思
っ

て
も

・
で
す
。

(
3
0
代

教
育

委

員
会
〕

<
>
学
ぶ
こ
と
の
文
切
さ
を
レ

っ
か

り
と
皐
lζ
つ
lす

て
下
さ
い
。
そ

し

て、
自

分
の

専
門

は
誰

に
も

負
け

な

い
ぐ
ら
い
(
こ
レ
て
お
く
と
、
と
て
も

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

(
2
0代

・
小

学
校
)

。
兵
教
大
で
学
ん
だ
こ
と
が
私
の
中
の
『
不
易
』
と
し
て
鑓

ら
が

な
い

存
在
の
ま
ま
あ
り
ま
す
。
初
任
研
で
講
話
を
受
け
て
ち
既
に

大
学
で
習
っ
て
い
た
こ
と
が
多
か
コ
た
で
す
。
在
学

中
は
分
か
ら
な
か
コ
た
こ
と
で
す
が

。
(
4
0代

・
小
学
校
)

く〉
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
胸

を
張

っ
て

現
蝿

に
出

て
い

っ
て

下
さ

い
。
今
や
っ
て
い
る
諜
題

1主
将
来
の
自
分
の
血
や
肉
に
な
っ
て
川
く

は
す
で
す
か
ら
，

(3
α
苛・

中
学

校〉

く〉
教
師
仁
は
生
怪
に
教
主
る

“
知
識
"
力
増
E刻

仁
必

要
で
す
。

(
4
0
代
・
中
学
校
〉

.
 
遊
び
ゃ
部
;
舌
だ
lす
で
は
な
く
、

ま
す

勉
強

を
頑

張
っ

て
ほ

し
い

と
思

い
ま
す
。

(
2
0代

文
学

院
)

。
期
主
で
す
。
全
て
が
間
も
な
く
、
全
て
が
始
ま
り
で
し
た
。
末
学
祭
を
作
ろ
う
と
話
し
合
い

ト
バ
二
f.
←
二
乙
... :

 
... J

 
.. 

「嬉
望
祭

」
と
名
付
け
た
こ
と
、
学
祭
パ
ン
フ
の
広
告
を
あ
唄
Eい

す
る
た
め
に
自
転
車
で
祉
の
中
を

セ
1
・ノ

t正
ヰ
ょ

・
峰
!-
..

走
り
回
っ
た
こ
と
、
な
つ
か
レ
レ

1思
い
出
で
す

ロ
パ

ソ
コ

ン
ち

燐
帯

も
な

い
時

代
に

ゼ
ロ

か
ら

創
る

T.
'-τ

乙
二
J与

置
と
ι1
-.

こ
と

が
で

き
た

の
は

、
仲

間
2
0
0，人

が
い

た
か

ら
で

す
。
母
校
と
み
な
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
発
展

、
と
三
(
.
ー
で
~

.
了

を
1~

1よ
り
お
祈
り
い
た
レ
ま
す
。
そ
レ
て
私
ち
教
育
の
可
能
性
を
信
じ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

(
4
0

・
町
崎

こ
コ

i
I
I
I
1
‘

代
小

学
枝

)
ー
ー

ー
・

。
兵
教
は
、

教
員
lこ

な
る
た
め
の
知
識

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

意
識

も
高

め
て

く
れ

る
よ
う
な
末
学
で
し
た
。
教

員
ピ
な
っ
て
い

な
川
友
人
ち
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

(
3
0代

・
小
学
校
)

-
現
場
に
出
て
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
の
意
味
が
分
か
つ
て
さ
ま

百。
今
i草

分
か
ら
な
く
て
も
一
生

相
命

や
れ

ば
後

に
生

き
て

く
る
。

で
さ
る
こ
と
、

自
の
前

!ζ
あ
る
こ

と
に

精
杯

取
り

組
ん

で
下

さ

0¥
，

 (
2
0
代
ー
泊
稚
園
)

や
は
り
学
ぶ
ご
と
が
重
要
な
の
で
す

u
 

(
た
と
え
今
は
分
か
ら
な
く
て
も

・・
・)

+
 1見

届
の
即
戦
力
と
な
る
た
め
(
こ

は
、
大
学
で

幅
広
く
、
そ
レ
て
深
〈

知
識

を
身

に
伺

け
る

こ
と
が
大
切
で

す
。
卒
業
レ
て
か
ら
、
も
っ
と

し
っ

か
り
学
ん
で
お
[
寸
1;
1:
よか
っ
E

と
後

悔
し
な
い
よ
う
、
レ
っ
か
り
学
習
レ

て
く
だ
さ
い
。

(
2
0
代
ー

小
学
績
)

学
校
現
場
で
と
も
に
勤
務
で
き
る
こ
と
を

楽
し

み
に

し
て

い
ま

す
!

(
多
数
の
先
輩
の
声
)

稿
集

総
合
教
時
十
刊

ア
γ
ン
タ
ー
設
骨量
準
備
室

of
fi
ce
-c
a 
re
e
 r

 
-c
en
te
 r
@
h
y
o
g
o
-
u

，a
c
.jp
 

諸
行

平
成
2
3
年

7
月

。
大
学
唱
奇
代
!
こ
講
義
で
学
ん
だ
こ
と
、
友
達

主
の
早
野
ぞ
学
ん
だ
と
と
、
課
外
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
、
ア
ル
パ
イ
ト
で
学
ん
だ
こ
と

e
宮

べ
て

が
令

の
自

治
の

臨
む

て
い

ま
話
。
大
関
代
頑
張
っ
た
分
、

就
職

し
て

か
ら

の
自

信
(こ
繋
が
り

ま
す

。
(2

0
代

小
学

校
)
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、 品 句
、ブ 阜0

・ 司 E

一 S Z
E れ

本 さ
基 託

ぬ か
聡 来

紋 禾

同 憎 め

情 ち
霊 ど

A W 予
へ 防

も に
ど 職

- 予 教

F Z  

〆 し
J V C  

。
教
琶
実
習
の
担
当
配
焼
笠
か
ら
学

ん
だ
rl
om

吾
温
か
く
見
つ
め
る
目

J

は‘
一
面
穴
切
に
レ
て
い
る
こ
と
で

官
.
子
ど
も
を
費
す
Q
i
l
¥ ¥
e
寄
て
て

く
だ
さ
も
¥
.

(4
0代
・

4
惇

俊
)

o
 
宋
架
の
子
ど
ち
た
ち
を
百
て
る
こ

と
~
未
来
を
創
っ
て
い
く
こ
と
で

哲
.
困
艶
な
こ
と
に
ち
出
合
う
と
患
い

ま
官
が
、
と
て
ち
魅
力
航
J
7
J
:
仕
事
で
ち

あ
り
ま
す
.

(4
0代

小
学

12
)

。
毅
舗
に
つ
い
て
よ
か
っ
た
と
恩
う
反

圏
、
社
会
d
澄
化
に
と
ち
な
う
子
ど
ち
ゃ
保

騒
音
の
価
値
観
・
老
え
乃
な
ど
、
刻
l
I
¥
i
に
苔

崎
哲
る
こ
と
も
多
い
の
が
側
責
で
曹

.
レ
か

レ、
子

ど
ち

た
ち

の
成

長
柏
、
ti
製

研
究

吾
レ
て
子

ど
ち

た
ち

の
学

力
が

向
ょ

し

た
害、

教
臓

な
ら

で
は

の
や

り
が

い
が

あ
る
の
ち
確
か
で
曹
.
子
ど
ち
た
ち
の
未
来

へ
自
分
の
力
を
発
渇
さ
ぜ
て
下
さ
も

L

(ω
代・

4
惇
綬
〉

。
鰻
灘
に
車
Zく

と
い
う
似
苫
と
て
ち
大
変
な

こ
と
で
す
.
今
ま
で
経
E費

し
た
こ
と
d
沼
い
辛

い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
.
私
ち
た
く
さ
ん
涙

を
涜
し
を
E
し
た
.
で
怠
た
ま
に
娼
u
，
¥
こ
と

由
濁
っ
た
と
き
、

そ
の

事
ぜ

で
そ

れ
ま

で
の

普
勉

が
報

わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
.
小
さ

な
さ
包
を
穏
に
、
こ
つ
こ
つ
と
努
力
菅
る
こ
と

で
叙

師
と

じ
て

だ
け

で
な

く
、

人
間

と
レ

て
成

長
し

て
い

け
る

と
患
い
ま
菅
.

(2
0

 

代
・

鈎
権

@

瞬
税
制
・
削
・
強
さ
・
き
さ

が求
働時
ttt
，I"1

。
事
現
員
の
仕
事
は
体

力
と

気
力

吾
た
め
さ
れ
ま
曹
.
い
る

ん
な
活
勘
に
.O
OL
Jて

、
鍛
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い

.
(4

0
 

代
・
小
学
後
〉

。
少
時
の
こ
と
で
は
廼
ち
込
ま
な
い
強

い
J白

を
大
学
笠
活
で

宿
ん
で
下
さ
{
，
¥
.

(
20

代
小

学
位
〉

+
 ~
~
を
も
っ
て
ゆ
す
れ
な
い
と
こ
ヨ
立
大
切
に
、
日
目
か
れ

て
も

出
る

杭
に
な
っ
て
く
だ
部
¥
.

(4
0代
・

小
学
l
l
1
)

-
こ
¢
描
II
U
，
¥
社
会
情
鎗
似
事
で
ち
、
子
ど
ち
た
ち

が
奮

を
ち

ち
、

稽
望

に
み
8
た
学
後
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
情

黙
を
も
ち
「
と

も
に
栂
望
を
語
り
合
う
」
毅
員
広
な
っ
て
く
だ
さ

い
.

(4
0代

・
申
学
後

〉

-
多
く
の
敏
員
長
弘
毅
琶
と
い
う
本
当
に
崇

高
で

、
健

り
高

き
仕

事
に
纏
わ
れ
る
と
と
に
畜
び
を
感
じ
て
い
ま
菅
.
教
織
を
目
錨
さ
れ
る

学
笠
の
留
さ
ん
.
ど
う
か
夢
を
も
っ
て
現
燭
へ
来
て
〈
だ
さ
n

裁々

と
共
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
だ
ち
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
.

(
4α

"
1
:
.
小
字
綬

〉

。
獄

琶
の
現
状
臥
や
り
に

〈
い
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す

.
で
志
信
が
そ
う
な

の
で
は
な
く

協
力
的
な
人
や
、

一
隼
s
aな

子
ど
も
危
ち
ち
ま

だ
ま
だ
ω
ま
す
.

や
り
が
も
ゆ

あ
る
仕
事
で
、
私
は
大
聖
子
き
で

曹
.

(
4
0代

小
学
綬
〉

争
規
蝿
は
想
像
以
上
に
忙

し
く
、
ま
定
変
化
や
鑓
悶
ち

多
い
で
官
.
し
か
し
、
被
還

は
や
は
り
や
り
~
、
の
あ
る

は
寧
で
菅
.
人
と

の
つ

な

が
り

や、
E主

さ
る

こ
と

の

す
ば

ら
レ

さ
を
怒
ら
る

日々
を
お
く
れ
ま
す
.

(3
0
 

代
・
小
学
綬
〉

。
賓
館
に
徴
舗
に
な
っ
て
み
る
と

思
う
よ
う
に
い
か
す
、
自
分
の
無
力

さ
を
情
感
曹
る
こ
と
が
多
珂
あ
り
ま

曹
.
で
も
そ
の
辰
因
子
ど
ち
た
ち

か
ら
富
び
ち
た
く
さ
ん
ち
ら
え
ま
曹
.

す
ご
く
覚
悟
の
い
る
仕
事
で
す
.

で
志

こ
れ
ほ
ど
牽
ぜ
な
仕
g

は
あ
り
ま
せ
ん
'
.

(
20

代
小

学
船

.
や
コ
て
み
な
く
ち
甲
ま
ま
か
ら
な
い

J
の
精
神

で
I
I

(3
0代

・
小
字
船

いろ
ん
'^
~l
Ih
弓ろ 割 増

強 制

遣
と E

分 ま

自 い
ん と

劃 る
下 忍

て に
ν ス

E ラ一

匹 グ

北 目
立

! こ 〉

。 る 院
同 盟 側

。
で
き
れ
ば
学

綬
関

係
者

以
外

の
世

界
と

の
関

わ
り

を
鰐

ち
続
け
<
>こ

と
を
曹
す
め
ま
宮
.
バ
ラ
ン
ス
よ
い
宣
活
が
で
き
ま

曹
.

(4
0代

・
精
別
支
援
)

-
教
師
め
仕
，
は
大
変
で
曹
.
~
邑
で

曹
.
体
力
が
い
り
ま
曹
.
責
任
は
置
い
で

曹
.
伺
で
ち
自
由
に
島
幸
き
な
こ
と
が
で
き

る
の
η
で
砿
あ
り
ま
ぜ
ん
.
そ
ん
な
し
ん

ど
い
聖
書
師
で
曹
が
、
学
殴
に
行
っ
て
、

子

ど
も

の
E置

を
見
る
と
.
な
ぜ
か
元
気

が
湧
い
て
く
る
ん
で
~

.
不
思
援
で
宮

よt
.l
.

(
2
Q
代
・
小
学
位
〉

。
若

い
先

生
方

の
パ

ワ
ー
は
児
童
だ
吋
に
と
ど
ま
ら
す
敏

餓
員
ち
元
気
に
さ
ぜ
て
く
れ
ま
曹
.

(4
0代
・

4
呼

笹
〉

。
因
媛
に
ち
立
引
司
か
え
る

立
ち

向
か

お
う

と
す

る
わ

吾
畢
に
つ
円
た
い
も
の
で
曹

.
(3

0代
-
IJ
¥<
fe
!)
 

社
会

人
ど
L
て
の
常
議
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
・

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う

。
伺
よ
り
コ
ミ
ュ
=
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
~
必
獲
で
曹

.
そ
し
て

当
た

り
前

の
マ

ナ
ー

や
鎗

識
を
畢
に
付
付
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

宮
.
人
よ
り
進
ん
で
行
動
す
る
と
か
、
周
り
に
気
を
i
l
~
な
と
で

曹
.

(，
初
代
・
小
学
総

]ニ ω

。
人
!
と
頭
を
下
げ
否

こ
と
吾
、
社
会
人
に
な
る
ま
で
に
覚
え
て
お

く
必
援
が
あ
る
と
思
う
.

(
4
0代

・
主
婦
〉

。
あ

い
さ

つ
や
礼

儀
、
話

会
人

と
し

て
の

マ
ナ

ー
を
伽
得
た
人

に
な
っ
て
ほ
以
パ
で
す
.
仕
g
に
つ
〈
、
つ
か
な
い
に
か
か
わ
ら
す
‘

生
き
て
い
く
上
で
と
て
ち
宣
璽
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す

.
(3

0
 

代
・
一
般
〉

+
A
学

院
笠

と
交

流
を

も
っ
援
会
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
.
規
燭
の
留
ま
と
て
ち
寅
置
な
倒
産
に

〈駅
験
を
費
円
る
と
き
に

は
蹴
舗
に
〉
な
る
と
患
い
ま
v.

<
20

0
・
小
学
綬
〉

ホ
ト
レ
ユ
マ
*~

JC
ント

..
.司

~.
，.

O
 
子
ど
ち
た
ら
一
人
一
人
が
ち
が
う
人
間
な
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
沼
問
題
に
S

っ
か
る
こ
と
は
当
燃
で
す

.
そ

の
よ
う
な
と
き
に
逃
げ
出
し
た
り
、
一
人
で
抱
え
込
ん

だ
り
也
す
に
、

周
り
の
人
の
1
I
i
力
を
得
る

こ
と
が
と

て
も
穴
W

で
菅
.

(
aJ
l"
I:
 
小
学
綬
)

。
さ
ま
ざ
ま
な
因
媛
!
.
J
5
I
つ
か
っ
た
と
き
に
衰
え

に
な
る
の
は

愈
族

や
友

人
の

寄
在
だ
と
思
い
ま

す
.
学
灘
は
ち
ち
ろ
ん
で
曹
が
.
笈

人
づ

く
り

ち

大
切
に
し
て
ほ
U
，
¥
で
宮
.

<
2
併
t.

公
箆
員
〉

。
笑
顔
で
齢
、
さ
つ
白
?
で
き
、

議
虚
な
l
¥
I

度
と
一

生
懸

命
な

熱
恵
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
で

も
港
湾
で
さ
る
と
思
い
ま
曹

.
(3

0代
・
申

学
齢

-
兵

敏
仁

は
留

学
生

が
鍍

多
く

い
ま

す
.
日
本
人
と
レ
て
日

本
を
ど
う
普
え
る
か
号
え
さ
ぜ
ら
れ
足
り
.
そ
れ
ぞ
れ
の
匡
め
著
え

を
知
コ
た
り
宮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

.
(2

0代
・
小
学
怨
〉

。
叉
匂
冨
わ
れ
て
な
ん
ぼ
の
世
界
、
ぐ
ら
い
の
気
宛

ち
が
ち
て
な
い
と
.
精
神
的
に
は
レ
ん
ど
い
で
曹

.
L
!

aれ
る

問
機

や
友

人
fet
不
司
欠

で
す
.

(4
0
 

代
小
学
按
〉

。
ど
の
飽
温
で
も
、
砂
す
.
.
1
l
I
l
で
き
る
先
輩
獄
員

は
い
ま
菅
.

自
分

の
日

僚
と

な
る

先
績
を
貝
つ

臥
多
く
の
こ
と
を
学
m

高
t
1
る
鉱
員
に
な
っ
て

ほ
レ
い
と
思
い
ま
宮

.
(
20

代
・
小
学
館
〉

。
学
笠
の
聞
に
自
分
~
え
を
し
っ
か
り
箔

ち、
「
自
分
は
こ
う
著
え
ま
宮
J
と
窓

思
表

示
で

さ
る
こ
と
が
穴
切
だ
と
患
い
ま
す
.
積

極
的

広
人

と
関

わ
る
入、

煎
Il
'
;
に
仕
事
に

取
り

組
む
人
が
祖
盆
で
隠
邸
援
と
芭
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
v
.

(<
lα

"
t
-
小
学
枝
〉




